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	応用
	抗原情報
	背景
	コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端リジン残基の脱アセチル化を担う。ヒストンの脱アセチル化はエピジェネティック抑制の標識となり、転写調節、細胞周期の進行、そして発生過程において重要な役割を果たす。ヒストン脱アセチル化酵素は、巨大な多タンパク質複合体の形成を介して作用する。筋細胞エンハンサーMEF2Cの転写を抑制することで筋成熟に関与する。筋分化過程においては細胞質へ移行し、筋細胞エンハンサー因子の発現を促進する。乳がんにおいて、MTA1を介したESR1発現のエピジェネティック制御に関与する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	HDAC5 抗体を使用したさまざまな溶解物中の HDAC5 のウエスタン ブロット分析。
	

	HDAC5 抗体を使用した K562 溶解物中の HDAC5 のウエスタン ブロット分析。
	

	HDAC5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	HDAC5 抗体を使用した大腸溶解物中の HDAC5 のウエスタン ブロット分析。右側のレーンは合成ペプチドでブロックされています。

